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　　　　　　 (a) 二色塗り分けを適用したスパークラインが埋め込まれた新聞記事　　　　　　 (b) 値を読み取るためのレジェンド

図 1: 時系列棒グラフに二色塗り分け法を適用したスパークライン．Webブラウザ画面では，(a)中のスパークラインに

マウスをあてると，スパークラインの脇に (b)のレジェンドがポップアップされ，値を読み取ることができる．

1 背景と目的

COVID-19の感染データに関する可視化が連日メディア

を中心に生成されており，Web上や紙面で多くのスペース

が割かれている．しかし，棒グラフや折れ線グラフなどの

可視化手法が多数を占め，スパークライン [1]などスペー

ス効率のよい手法はほぼ使用されていない．そうしたなか

で，感染者数の推移などをわずかなスペースで細部まで読

み取れるよう情報呈示ができれば，より多くの情報を従来

のスペースで呈示可能になる．例えば，全国だけでなく，

地域や都道府県ごとの感染者数の可視化も従来のスペース

で表示できる．

　本研究では，図 1に示すように，文章を見ながら図の概

略を瞬時に理解することができるスパークラインに，二色

塗り分け法を適用させた可視化手法を提案する．二色塗り

分け法は，折れ線グラフなどに比べ，少ないスペースで情

報を伝えることや値の変化の速度を即座に読み取れる. こ

れをスパークラインに適用することで, 文章と図を同時に

見ながら図の概略がわかるだけでなく，詳細もすぐに読み

取ることができるような可視化手法を実現する．

2 関連研究

スパークラインは Tufte[1] によって提案された，任意

の可視化を単語サイズでテキストに埋め込む手法であり，

のように使用されている．

Microsoftの Excelやその他のソフトウェアにも実装され

ており，スプレッドシートや表で一般的に使用されている．

読者は文章と図を同時に見ることができるため，内容へ

の理解が容易になる．しかし，スパークラインは少ないス

ペースで図の概要を表示することに重点をおいているた

め，元のグラフに比べて，詳細な値が読み取れないという

欠点がある．

　二色塗り分け法は，斎藤ら [2]が提案した手法で，棒グ

ラフや折れ線グラフなど 1 次元データを値域の区間ごと

に水平に分割してそれぞれに異なる色を塗り，すべての区

間の長方形領域を重ねることで，変化量を表す波形を残し

たまま疑似カラー表示する手法である．塗り分けた二色の

比率をレジェンドの比率と照らし合わせることで，個々の

データを正確に読み取ることができる．さらに，増加や減

少の速度を色の境界の傾きから読み取れる．そのため，通

常の可視化手法に比べ，スペース効率が高く，限られた領

域で可視化を表示する際に有効な手法である．本研究は，

スパークラインに二色塗り分けを適用することで，両者の

長所を活かした手法を提案する．

3 手法

本節では提案手法の手順を詳しく説明する．

3.1 スパークライン

スパークラインは，テキストに埋め込まれた単語サイズ

の可視化であり，テキストと同じ高さである 1行で表示す
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(a) 平滑化せず，5色を使用した例

(b) 7日間の平均をとって平滑化し，5色を使用した例

(c) 7日間の平均をとって平滑化し，3色を使用した例

(d) グレイスケールテクスチャ表示による例

図 2: 時系列棒グラフを二色塗り分けスパークラインにし

た例．(a)に比べ，平滑化した (b)の方が値を読み取りや

すい．また，(c)のように色の個数を減らすことで値の増

加や減少の速度がよりはっきりわかる．(d)のようなグレ

イスケールテクスチャ表示でも値を読み取れる．

ることが多い．しかし，1行では図の詳細を読み取ること

が難しいため，本稿では可視化の詳細と概要の両方を読み

取ることに重点をおき，2行で表示する方針を採用した．

　また，レジェンドは，スパークラインにマウスをあてる

ことで表示されるようにした．レジェンドの大きさは，レ

ジェンドの数値がテキスト 1文字と同程度になるようにし，

図 1 (b)のように，本文をなるべく遮らないように適当な

サイズを選択した．

3.2 二色塗り分け法

二色塗り分け法において，何種類の色で塗り分けるか決

めることは，値の読み取り精度にかかわる重要な問題であ

る．しかし，『分かりやすい結果を得るために適切な色を配

置することは難しい問題』[2]である．これは，カラーデ

ザイン自体の難しさに加え，色を増やせば可読性は増すが

視認性は低くなるというように，可視化する際に重要な両

者がトレードオフの関係にあるためである．色数を決める

際には，表示媒体や対象年齢を想定し，最も伝えたい点を

熟考する必要がある．本稿では，Web版の新聞記事を用

いて幅広い年代の読者を想定する．5種類の色を用いて 0

から 1,600までの値を区間ごとに徐々に色が濃くなるよう

に塗り分け，各長方形領域を重ね合わせることで，図 1の

ような二色塗り分け法を実装した．このように，棒グラフ

の波形を残すことで，情報量を減らすことなくスペース効

率を高めている．

4 実行例

スパークラインの作成には，厚生労働省のオープンデー

タ [3]にある陽性者数の csvデータを使用した．2020年 1

月 16日から同年 10月 19日までのPCR検査新規陽性者数

を本手法で可視化した結果を図 1に示す．各値は 1週間の

平均をとって平滑化した．スパークラインにマウスをあて

ることで，レジェンドがポップアップされ，図の概略だけ

でなく，値を即座に読み取ることができる．通常のスパー

クラインと同じ大きさのとき，本手法のほうが効果的に情

報を伝えていることがわかる．

　二色塗り分け法は，高周波成分を含むデータの表示に不

向きなため，スパークライン上で個々のデータが読み取れ

るよう，平滑化など予め元データを適切に処理することが

重要である．特に，日本の COVID-19新規感染者数は平

日と休日で大きな差があるため，本研究では，1週間の平

均をとることで平滑化した．図 2 (a)に平滑化していない

スパークラインを，図 2 (b)に 1週間の平均をとって平滑

化したスパークラインを示す．平滑化することで，感染者

数の増加や減少の速度が読み取りやすくなっていることが

わかる．

　さらに，色数を減らすことで，値の増加や減少の速

度が読み取りやすくなる．これは，個々の値が読み取

りにくくなることとのトレードオフである．図 2 (c)

に 3 種類の色を用いて塗り分けたスパークラインを

示す．5 種類で塗り分けたときに比べ，値の増加や減

少の速度が読み取りやすくなり，感染者数の推移が

よりはっきり見れる．平滑化し，色数を減らすことで

のように 1行での表示も容易にな

る．また，色弱の方や白黒の紙面での表示を考慮して，グ

レイスケールテクスチャでの表現も実装した．図 2 (d)に

本手法をテクスチャで実装したスパークラインを示す．カ

ラー表示のときと同様に，値の読み取りが可能であること

がわかる．

5 結論と今後の課題

本稿では，二色塗り分けスパークラインを提案した．本

手法は，詳細と概要を同時に読み取ることができ，スペー

ス効率のよい可視化手法である．

　今後の課題としては，適切な色やテクスチャ，サイズの

追究が挙げられる．本研究で採用した色やテクスチャ，サ

イズは，人間の認知機能を十分に考慮できていない．横軸

の数値に関しても，最適な表示方法を追究したい．さらに，

評価実験の実施が挙げられる．既存の可視化手法と比べる

ことで，実際に本手法が有効であるか確かめたい．
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